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1 トンネル長寿命化修繕計画の概要 
 
1.1 トンネル長寿命化修繕計画の目的  

山口市では、令和 5 年 3 月現在で 2 本，延長 422.3m のトンネルを管理しています。 

また、市では平成 24 年 12 月に改正された道路法（平成 26 年７月省令施行）に基づき、5年に 1

回の頻度で行うことが義務付けされた点検や診断を行っており、この度、診断結果を反映した「山

口市トンネル長寿命化修繕計画」を策定しました。今後は、この計画に基づき施設の健全性の確保

に取り組んでいくこととしています。 

 

1.2 山口市のトンネル修繕における基本方針  

山口市では、次の基本方針により安全で効率的なトンネルの維持管理を行います。 

● 予防保全（状態監視）型の維持管理に転換し、トンネルの長寿命化を図ります。（図 1.1） 

点検：「道路トンネル定期点検要領（国土交通省）」ならびに「山口県トンネル点検要領（案）」

に基づき、5 年に 1 度の定期点検を実施し、トンネルの状態を継続的に把握します。 

診断：トンネルの健全性を評価し、対策の必要性を適切に判断します。 

措置：健全性の回復を図るための対策、または、監視によって安全性を確保します。 

記録：実施した結果を継続的に蓄積します。 

●PDCA サイクルに基づき計画の策定・運用・改善を継続的に実行します。（図 1.1） 

Plan  ：優先順位をつけて計画的に補修計画を立案します。 

Do   ：点検・診断・措置・記録のメンテナンスサイクルを実行します。 

Check ：実施した計画の進捗確認を行い、コストに基づく対策内容の効果を把握し、 

     事業の実施状況を評価します。 

Action：進捗確認ならびに対策内容の結果を基に、長寿命化修繕計画のさらなる改善を 

図ります。 

 

 

図 1.1 メンテナンスサイクル  
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2.1 対象施設 

山口市が管理するトンネルの本体工（覆工、坑門工、路面等）を対象に計画を策定しました。な

お、付属施設（照明施設・非常用施設）については（釣山隧道において簡易照明のみ）、設置されて

いないことから、本体工のみ対象とします。 

 
表 2.1 山口市管理のトンネルの内訳（令和 2 年 10 月現在） 

 

 

2.2 計画期間 

計画期間は 10 年とします。なお、5 年ごとに実施する定期点検結果等を踏まえ、適時、計画を更

新します。 

 

2.3 対策優先順位の考え方 

点検結果に基づき、効率的な維持及び修繕が図られるよう必要な対策を講じます。 

【優先順位の考え方】 

① 健全性⇒定期点検の診断結果に基づいて状態の悪いトンネルの対策を優先することとします。

(表 2.2 参照) 

速やかに補修を行う必要がある区分「Ⅲ」と判定したトンネルについては、優先的に対策を

実施します。 

② 重要度⇒トンネルの健全度が同じ場合は、重要度の高いトンネルを優先することとします。 

トンネルの対策は、トンネルのうち、ゆづりは隧道は、う回路があり利用者が少ないこと、釣

山隧道はダム管理用道路に位置することから、釣山隧道を優先することとします。 

 
表 2.2 健全性の診断の判定区分 

区分 状態 

Ⅰ 健全 道路トンネルの機能に支障が生じていない状態。  

Ⅱ 予防保全段階 
道路トンネルの機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措

置を講ずることが望ましい状態。  

Ⅲ 早期措置段階 
道路トンネルの機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ず

べき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 
道路トンネルの機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく

高く、緊急に措置を講ずべき状態。  

 ※措置とは対策または監視のことをいう 
参考文献：国土交通省道路局：道路トンネル定期点検要領 平成 31 年 2 月 

 

1 ゆづりは隧道 ﾕﾂﾞﾘﾊｽﾞｲﾄﾞｳ その他市町村道 御馬ゆづりは線 徳地野谷 ～0.5台 矢板工法 覆工・吹付 206.4 4.50 大正3年 1914 該当

2 釣山隧道 ﾂﾘﾔﾏｽﾞｲﾄﾞｳ その他市町村道 下出合釣山線 徳地野谷 ～0.5台 矢板工法 吹付 215.9 3.60 昭和29年 1954 該当
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2.4 個別施設の状態等  

状態の把握は、5 年ごとの定期点検にて行っていきます。 

定期点検では、トンネルの状態を把握し、トンネル本体工に関しては表 2.3 に示す区分で、トン

ネルの状態を判定します。 

 

表 2.3 本体工の変状に対する対策区分 

対策区分 状 態 措置の内容 

Ⅰ 
利用者に対して影響が及ぶ可能性がないため、措置を必要

としない状態。 
－ 

Ⅱ 

Ⅱb 
将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるた

め、監視を必要とする状態。 
監視 

Ⅱa 
将来的に、利用者に対して影響が及ぶ可能性があるた

め、監視を行い、予防保全の観点から計画的に対策を必

要とする状態。 

監視 

計画的に対策 

Ⅲ 
早晩、利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、早

期に対策を講じる必要がある状態。 
早期に対策 

Ⅳ 
利用者に対して影響が及ぶ可能性が高いため、緊急注 1)

に対策を講じる必要がある状態。 
直ちに対策 

注 1)判定区分Ⅳにおける「緊急」とは、早期に対策を講じる必要がある状態から、交通開放できない状態までを言う。 

参考文献：国土交通省道路局 国道・技術課：道路トンネル定期点検要領、平成 31 年 3 月 

 

 

トンネルの本体工の変状に対しては、「外力」「材質劣化」「漏水」に区分して健全度を判定し、そ

れぞれの変状区分に応じた対策を実施します。（図 2.1） 

 



山口市トンネル長寿命化修繕計画 

4 

 
 

図 2.1 変状原因と変状区分・対策区分 

 

2.5 対策内容と実施時期 

点検・診断によってトンネルの対策が必要となった場合は、トンネルの状態に応じた修繕対策内

容で実施時期を計画していくこととしています。 

実際の対策工法については、詳細設計を行い、現地条件等に即した工法を選定していきます。 

  

【
　
利
用
者
の
安
全
性
　
】

【
　
ト
ン
ネ
ル
の
構
造
安
定
性
　
】

【外力】
緩み土圧
膨張性土圧

偏土圧・斜面のｸﾘｰﾌﾟ
地すべり
支持力不足
水圧・凍上圧
その他

【環境】
経年劣化・鋼材腐食

漏水・凍害
塩害・有害水
その他

【材料・施工・設計】

外力の作用
覆工耐荷力
の不足

覆工材，補修・
補強材の劣化

漏水，
漏水の凍結

【覆工・坑門】
圧ざ，ひび割れ

うき・はく離（ひび割れ沿い）
変形，移動，沈下，転倒

等

【覆工・坑門】
ひび割れ、うき，はく離
豆板、スケーリング
補修材の劣化，発錆等

【覆工・坑門】
漏水、つらら，側氷
既設導水工の再漏水

等

補強対策 補修対策

外因 内因

変
状
原
因

変
状
の
機
構

主な
変状
現象

対
策
の
区
分

※変状箇所
からの漏水

※

外力 材質劣化 漏水

※

●使用材料
　低品質骨材等
●施工方法
　打込み不良
　締固め不足
　養生不良　等　

●施工方法
　覆工巻厚不足
　覆工背面空洞
●設計
　インバートなし
　　　　　　　　等

変状区分

外力対策
材質劣化対策

（はく落防止対策）注3)
漏水対策

注１）覆工材の劣化が広範囲に進むと，覆工の有効巻厚が減少して覆工耐荷力の不足を生じる場合がある
注２）変状の状態によっては、補修対策（材質劣化対策・漏水対策）を併用する場合がある
注３）道路トンネル（無筋コンクリートの覆工が主体の山岳工法によるトンネル）では，覆工材等の落下を防ぐ
　　　ことを主目的として「はく落防止対策」が適用されるケースが多い

注1)

変
状
の
評
価
と
対
策

注2)



山口市トンネル長寿命化修繕計画 

5 

 

2.6 対策費用 

トンネルの維持修繕費（本体工対策費、定期点検費）については、今後発生するトンネルのＬＣ

Ｃの推計を行い、維持修繕費を算出します。 

点検・診断結果により推計した維持修繕計画では、ある年度に対策費用が集中して必要になるこ

とが予想されています。 

このため、ダム管理用道路である釣山隧道を優先し、ＬＣＣの平準化を図った維持修繕計画によ

り修繕対策を実施していくこととしています。 

また、損傷が軽微なうちに補修（予防保全型）することで、1 回当たりの修繕に要する費用を安

価に抑え、致命的欠陥が顕在化した段階で補修（事後保全型）する場合に比べ、修繕の回数は多く

なりますが、結果としてＬＣＣの縮減が期待できます。 

これより、計画的にトンネルの修繕対策を行うことが可能となります。 

また、この計画については、引き続き実施するトンネル点検・診断の結果を反映し、必要に応じ

て計画の見直しを行うこととしています。 
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2.7 新技術等の活用及び費用の縮減に関する具体的な方針 

2.7.1 新技術等の活用方針 

 山口市が管理するトンネルの点検や修繕等の実施にあたっては、維持管理に関する最新のメンテ

ナンス技術と従来技術を比較検討し、有効なものは積極的に活用していくことで効率化を目指しま

す。点検調書作成システムや補修に係る新技術を活用し５年間で１０％のコスト縮減を目指します。 

  

図 3.2 点検調書作成システムを用いた効率化の例 
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2.8 集約化・撤去による費用縮減 

今後の人口推移や予算状況を踏まえて、集約化・撤去も視野に入れて取り組む必要がありますが、

本市が管理する２施設については、周辺道路状況等に鑑み、撤去することが現実的ではないため、

修繕による施設の長寿命化を図ります。 
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2.9 修繕計画 

前述の内容に基づいて、10 年間の短期修繕計画を策定し、表 2.4に示します。 

 
表 2.4 トンネル長寿命化修繕計画（10 年間の短期修繕計画） 

 

 
 

                                                                                    （千円） 

 

健全度
2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030
R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

1 ゆづりは隧道 御馬ゆづりは線 大正3年 1914 106 206.4 上下線供用 D 矢板工法 〇 〇
(●)

〇
(●) (●)

令和5年度 Ⅲ
裏込め注入工、
はく落対策工

R5
近接目視
打音検査

山口市徳
地野谷

2 釣山隧道 下出合釣山線 昭和29年 1954 66 215.9 上下線供用 D 矢板工法 〇 〇 令和5年度 Ⅱ
はく落対策工
漏水対策工他

R5
近接目視
打音検査

山口市徳
地野谷

トンネルの
分類

トンネル
等級

完成年 工法
対策内容

点検計画

年度 内容
所在地

点検計画：〇　修繕計画：●
最新
点検年度 総合判定

トンネル諸元

トンネル名 路線名
No

西暦
経過
年数

延長
(m)

点検費 設計費
対策費
（本体工）

計 点検費
調査費
（ひび割
れ）

調査費
（背面空
洞）

設計費
対策費
（本体工）

対策費
（裏込め
注入）

計 点検費 調査費 設計費 対策費 計

2024 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,905 5,905 0 0 0 5,905 5,905
2025 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,905 5,905 0 0 0 5,905 5,905
2026 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,905 5,905 0 0 0 5,905 5,905
2027 2,525 92 308 2,925 2,629 0 0 92 308 0 3,029 5,154 0 184 616 5,954
2028 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2029 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2030 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 5,050 184 616 5,850 5,258 0 5,181 5,499 616 17,715 34,269 10,308 5,181 5,683 18,947 40,119

釣山隧道 ゆづりは隧道 合計

年



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表紙写真：市管理の道路トンネル状況 

 

山口市 都市整備部 道路管理課 

所在地：〒753-8650 山口県山口市亀山町 2-1 

TEL：083-934-2835（維持担当）FAX：083-934-2655 

 

 


